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本事業の目的

背景・目的と現状に対する理解

日本の宿泊業界は、観光需要の増加と労働力不足という つの大きな課題に直面している。

少子高齢化により国内の労働人口が減少する一方で、訪日外国人観光客は年々増加しており、
観光業界全体が人材不足に対応するための変革を求められている。

特に地方では人材の確保が難しく、サービスの質の低下が懸念されている。

また、国際化の進展に伴い、多言語対応や異文化理解の重要性が高まり、宿泊業界はこれら
の課題に積極的に取り組む必要がある。

業務の背景

これらの課題を受けて、政府は 年に特定技能外国人を受け入れる新たな制度を開始し、
宿泊業界での外国人材の活用を推進している。

この取り組みは、ポストコロナ時代を見据えた宿泊業界の競争力強化と、地域経済の活性化
を目的としている。

前提

宿泊業での外国人材受入における現状・課題

特定技能外国人の受け入れが進められているものの、宿泊業界全体の人材不足は依然として
深刻である。また、特定技能制度の認知度が十分でなく、制度を活用する企業や外国人材の
数が限定的である。

現状

課題

１ 人材確保の難しさ
地方宿泊施設では人材確保が困難で、業務
が回らないケースも発生している。

２ 認知度の低さ
特定技能制度や日本の宿泊業の魅力が海外
で十分に認知されておらず、潜在的な就労
希望者にアプローチができていない。

３ 環境整備の遅れ
外国人材を受け入れる宿泊施設側の体制や
支援環境が整っておらず、適応に時間がか
かっている。

４ 文化的言語的なギャップ
外国人材と現場スタッフとのコミュニケー
ションや異文化理解の促進が十分でなく、
連携が課題となっている。



宿泊分野の特定技能制度や日本の宿泊業の魅力等の周知に係る
活動・雇用促進に向けたマッチングイベントの実施

活動、マッチングイベントの開催国

観光庁と協議のうえ、試験を実施している以下の６カ国に決定。
なお、ミャンマーでも試験を実施しているが、情勢が不安定なため、今回は見送
りとした。

• 政府の積極的な姿勢 インドネシア政府が日本への送り出しに積極的

• ホスピタリティ文化 おもてなし文化が宿泊業に適している

• 観光業経験者が豊富 観光業経験者が多く、宿泊業に適しているインドネシア

• 英語力の強み 英語力が高く外国人観光客対応が得意

• 多国籍対応力 多様な文化に柔軟に対応できる人材が多い

• 若年層の豊富さ 労働人口・若年層が多く、宿泊業に適しているインド

• 日本語教育が浸透 日本語スキルを持つ人材が多い

• 宿泊業経験者の多さ 観光業経験者が多く、宿泊業に適している

• 日本への親近感 留学の実績が豊富にあり、日本文化に馴染んでいるネパール

• 海外就労志向 海外でのキャリア形成を目指す人材が多い

• 多言語対応力 多民族国家で培われた多言語スキルが強み

• 観光業の経験 観光業経験者が多く、即戦力となるスリランカ

• 日本語学習者が最多級 高い日本語スキルを持つ人材が非常に多い

• 技能実習生の実績 日本での就労経験者が多い

• 親日的な文化 日本への好感度が高く、宿泊業に適応しやすいベトナム

• 英語能力が高い 英語が得意で外国人観光客対応に適している

• サービス業経験者が豊富 接客経験者が多く、即戦力となる

• コミュニケーション能力 接客業務で必要な柔軟な対応力を持つフィリピン



活動・マッチングイベント開催地・日程・場所

場所開催日都市開催国

Gudung VOKASI, KEMNAKER年
月 ・ 日ジャカルタ

インドネシア

ibis New Delhi Aerocity年
月 日デリー

インド

Hotel Shambala年
月 日カトマンズ

ネパール

BANDARANAIKE MEMORIAL 
INTERNATIONAL 
CONFERENCE

年
月 日コロンボ

スリランカ

Ocean Park Building年
月 日ハノイ

ベトナム

OAKRIDGE BUSINESS PARK年
月 日セブ

フィリピン



インドネシア

インドネシア・ジョブフェア＆マッチングイベント名称

年 月 日（火）・ 日（水）実施日

Gudung VOKASI, KEMNAKER実施場所

Jl. Jendral Gatot Subroto Kav. 44,Kuningan Barat, 
Jakarta Selatan, DKI Jakarta,12710住所

現地側チラシ 日本側チラシ



インドネシア

集客施策

• インドネシア労働省 （フォ
ロワー 万人）での情報発信

• インドネシア労働省より登録送り出し
機関へのメール送信

• 各種 での情報発信

• ページ『外国人関連 グ
ループ【特定技能 ・技能実習・
育成就労・技人国・就労ビザ・留学・
インターンなど全般 】（フォロワー
万人）での情報発信

• 宿泊業技能試験センターからの情報発
信

現地参加者集客施策

集客を最大化するため、インドネシア労働省との共催とし、さらに の後
援も取り付けた。
インドネシア労働省の はフォロワー数 万人を誇り、非常に高
い発信力を持っている。
その発信力を活用した結果、多くのイベント申込者を集めることができた。
なお、インドネシアでは、本事業の委託により全国旅館ホテル生活衛生同業
組合連合会が実施したものであるが、このようにインドネシア労働省が日本
の業界団体とともにイベントを開催するのは、今回が初めての試みとなって
いる。

宿泊施設集客施策

• 全旅連・各都道府県組合より会員へ
・メールでの情報発信

• 全旅連各種イベントでの情報発信
• 観光経済新聞等メディアからの発信



インド

観光庁事業宿泊施設向けインド・ジョブフェア＆マッチングイベント名称

年 月 日（火）実施日

ibis New Delhi Aerocity実施場所

ibis New Delhi Aerocity, Delhi Aerocity - IGI Airport, 
IGI Airport, 110037 NEW DELHI, India住所

現地側チラシ 日本側チラシ



インド

集客施策

• 全旅連・各都道府県組合より会員へ
・メールでの情報発信

• 全旅連各種イベントでの情報発信
• 観光経済新聞等メディアからの発信

宿泊施設集客施策

• 日本大使館を通じた関係者への情報発信

• インド最大規模の送り出し機関である
への情報発信

• その他送り出し機関への情報発信

• 宿泊業技能試験センターからの情報発信

• ページ『外国人関連 グ
ループ【特定技能 ・技能実習・育
成就労・技人国・就労ビザ・留学・イ
ンターンなど全般 】（フォロワー
万人）での情報発信

現地参加者集客施策

インドに関しては、他国の事業に比較して、集客が難航した。
宿泊分野に注力している送り出し機関がほとんど存在しない状況であり、昨
年開催時に参加した企業の多くも、今回は不参加であった。
その結果、参加者数も少なく、大半が の生徒であり、厳
しい結果であった。



ネパール

観光庁事業宿泊施設向けネパール・ジョブフェア＆マッチングイベント
जापान पय□टन एजे□ीिनिद□□ कुशलकामदारआवास □े□कामदार चयनकाय□□म名称

年 月 日（木）実施日

Hotel Shambala実施場所

P8VP+MRM, Bansbari Rd, Kathmandu 44600 Nepal住所

現地側チラシ 日本側チラシ



ネパール

集客施策

• 全旅連・各都道府県組合より会員へ
・メールでの情報発信

• 全旅連各種イベントでの情報発信
• 観光経済新聞等メディアからの発信

宿泊施設集客施策

下記 ページでの情報発信（）内
はフォロワー数

•
（ 万人）

• 外国人関連 グループ【特定技能
・技能実習・育成就労・技人国・

就労ビザ・留学・インターンなど全般
】（ 万人）

• （ 万人）

• （ 人）

• （ 人）

• 日本語学校 校へ情報発信

• 宿泊業技能試験センターからの情報発信

現地参加者集客施策

ネパールでは ユーザーが多いため、有力なグループへの投稿を活
用し、集客を図った。
また、日本語学校とのつながりも活かした結果、 名以上が参加し、他国
の事業に比較して、宿泊分野の試験合格者の参加率が最も高かった。



スリランカ

観光庁事業宿泊施設向けスリランカ・ジョブフェア＆マッチングイベント
名称

年 月 日（月）実施日

BANADARANAYAKA MEMORIAL INTERNATIONAL 
CONFERENCE  HALL(BMICH) - JASMIN HALL -実施場所

Bauddhaloka Mawatha,Colombo 07.住所

現地側チラシ 日本側チラシ



集客施策

• 全旅連・各都道府県組合より会員へ
・メールでの情報発信

• 全旅連各種イベントでの情報発信
• 観光経済新聞等メディアからの発信

宿泊施設集客施策

• 海外雇用局の訓練担当者より、海外雇用
局で学習中の方へ情報発信

• 青年開発省の訓練担当者より、海外雇用
局で学習中の方へ情報発信

• 政府直属ホテル専門学校会長から学習中
の生徒への情報発信

• 送り出し機関担当者 名への情報発信

• 有力送り出し機関 の ・
での情報発信（フォロワー 万

人）

• ページ『外国人関連 グ
ループ【特定技能 ・技能実習・育
成就労・技人国・就労ビザ・留学・イ
ンターンなど全般 】』（フォロワー
万人）での情報発信

• 宿泊業技能試験センターからの情報発信

現地参加者集客施策

スリランカ

宿泊分野の試験受験者数が最も少ない国ではあるが、情報発信を効果的に行
うことができ、その結果、 名以上が参加した。



ベトナム

観光庁事業宿泊施設向けベトナム・ジョブフェア＆マッチングイベント名称

年 月 日（水）実施日

Ocean Park building実施場所

1 Đào Duy Anh, Đống Đa- Hà Nội住所

現地側チラシ 日本側チラシ



集客施策

• 全旅連・各都道府県組合より会員へ
・メールでの情報発信

• 全旅連各種イベントでの情報発信
• 観光経済新聞等メディアからの発信

宿泊施設集客施策

• 送り出し機関担当者 名への情報発信

• ページ『
』（フォロワー 万人）での情

報発信

• ページ『
』（フォロワー 万人）での情報

発信

• ページ『外国人関連 グ
ループ【特定技能 ・技能実習・育
成就労・技人国・就労ビザ・留学・イ
ンターンなど全般 】』（フォロワー
万人）での情報発信

• 宿泊業技能試験センターからの情報発信

現地参加者集客施策

送り出し機関の担当者に対して直接アプローチを行うことはできたものの、
依然として技能実習のニーズが高く、特定技能に注力している送り出し機関
は少ない状況であり、このため、集客が事前の想定以上に難航する結果と
なった。

ベトナム



フィリピン

観光庁事業宿泊施設向けフィリピン・ジョブフェア＆マッチングイベント名称

年 月 日（土）実施日

Oakridge Business Park実施場所

住所

現地側チラシ 日本側チラシ



集客施策

• 全旅連・各都道府県組合より会員へ
・メールでの情報発信

• 全旅連各種イベントでの情報発信
• 観光経済新聞等メディアからの発信

宿泊施設集客施策

• 約 社の送り出し機関が加盟する連合体

を通じた情報発信

• 観光大学への情報発信

• ページ『外国人関連 グ
ループ【特定技能 ・技能実習・育
成就労・技人国・就労ビザ・留学・イ
ンターンなど全般 】』（フォロワー
万人）での情報発信

• 宿泊業技能試験センターからの情報発信

現地参加者集客施策

を通じた情報発信が非常に効果的で、インドネシアに次ぐ参加者数
を集めることができた。
また、開催地についてマニラとセブのどちらが適しているかを検討した結果、
昨年はマニラで開催したため、今回はセブを選択した。
結果として、セブの方が参加者数も非常に多く、セブでの実施は適切な判断
であった。

フィリピン



インドネシア宿泊分野の特定技能制度や
日本の宿泊業の魅力等の周知に係るＰＲ活動 インドネシア

年 月 日日程

全旅連×インドネシア労働省セレモニー ～

登壇者 全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会 会長

一般社団法人宿泊業技能試験センター 代表理事
全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会 理事長

インドネシア労働省労働市場センター長

インドネシア労働省職業訓練・生産性向上総局 秘書官

井上善博

西海正博

ユソフ氏

アリ氏

全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会
会長 井上善博より、今後のインドネシアと
の取り組み強化に関しての要望がなされた。

一般社団法人宿泊業技能試験センター 代表理事
全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会 理事長
西海 正博より、特定技能制度について説明がな
された。

インドネシア労働省
労働市場センター長 ユソフ氏より、日本へ
の送り出しに関して説明がなされた。

インドネシア労働省職業訓練
生産性向上総局 秘書官 アリ氏より、インドネ
シア側のルールに関して説明がなされた。



インドネシア宿泊分野の特定技能制度や
日本の宿泊業の魅力等の周知に係るＰＲ活動 インドネシア

今後の特定技能についてセミナー ～

登壇者 一般社団法人宿泊業技能試験センター 理事
全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会 青年部

労務人材委員会 副部長 菅原真太郎

日本語教育機関×宿泊施設ジョブフェア ～

一般社団法人宿泊業技能試験センター 理事
全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会 青年部 労務人材委員会 副部長 菅原真太郎
より、日本で働くための制度および試験について説明がなされた。



インドネシア

年 月 日・ 日日程

宿泊業の魅力についてセミナー ～

登壇者 全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会 青年部
労務人材委員会 委員長

全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会 青年部
労務人材委員会 副委員長

全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会 青年部
労務人材委員会 委員

日目

小川尊也

皆美匡宏

竹下幸宏

インドネシア
雇用促進に向けたマッチングイベントの実施

全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会
青年部 労務人材委員会 委員長 小川 尊也
より、宿泊業界の魅力や身につくスキルについ
て説明がなされた。

全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会
青年部 労務人材委員会 副委員長
皆美 匡宏より、外国人材の活躍事例につ
いて説明がなされた。

全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会
青年部 労務人材委員会 委員 竹下 幸宏
より、旅館の魅力について説明がなされた。



インドネシア

学生×宿泊施設マッチング ～
日目

インドネシア
雇用促進に向けたマッチングイベントの実施



インドネシア

宿泊業の魅力についてセミナー ～

登壇者 全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会
次世代育成員会 委員

全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会 青年部
労務人材委員会 委員長

全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会 青年部
労務人材委員会 委員

日目

山口敦史

小川尊也

竹下幸宏

インドネシア
雇用促進に向けたマッチングイベントの実施

全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会
青年部 労務人材委員会 委員長 小川 尊
也より、宿泊業界の魅力や身につくスキルに
ついて説明がなされた。

全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会
青年部 労務人材委員会 委員 竹下 幸宏
より、旅館の魅力について説明がなされた。

全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会
次世代育成員会 委員 山口 敦史より、
外国人人材に対する取組について説明がなされ
た。



インドネシア

学生×宿泊施設マッチング ～
日目

インドネシア
雇用促進に向けたマッチングイベントの実施



インドネシア宿泊分野の特定技能制度や
日本の宿泊業の魅力等の周知に係るＰＲ活動 インドネシア

投影スライド（菅原）セミナー



インドネシア宿泊分野の特定技能制度や
日本の宿泊業の魅力等の周知に係るＰＲ活動 インドネシア

投影スライド（菅原）セミナー



インドネシア宿泊分野の特定技能制度や
日本の宿泊業の魅力等の周知に係るＰＲ活動 インドネシア

投影スライド（菅原）セミナー



インドネシア宿泊分野の特定技能制度や
日本の宿泊業の魅力等の周知に係るＰＲ活動 インドネシア

投影スライド（菅原）セミナー



インドネシア宿泊分野の特定技能制度や
日本の宿泊業の魅力等の周知に係るＰＲ活動 インドネシア

投影スライド（小川）セミナー



インドネシア宿泊分野の特定技能制度や
日本の宿泊業の魅力等の周知に係るＰＲ活動 インドネシア

投影スライド（小川）セミナー



インドネシア 活動・マッチング結果
インドネシア

参加宿泊施設数

施設

参加者総数

名
オンライン： 名
オフライン： 名

参加者の声

直接宿泊施設の担当者と
話しが出来て良かった

試験問題が難し過ぎるので
改善して欲しい

旅館について
理解できて良かった

2号の試験の情報を
教えて欲しい

プロメトリックの予約が
取れないので改善して欲しい

英語でテキストを
作成して欲しい



インドネシア 活動・マッチング結果
インドネシア

アンケート結果



インドネシア 活動・マッチング結果
インドネシア

アンケートフリーコメントまとめ

• 日本の求人情報や、外国人が日本に入国するための条件につい
ての情報提供を希望

• 高校生向けの海外就職の機会についての情報をもっと提供して
ほしい

• 求人について詳しく知りたい

日本での
就職情報に関する要望

• 仕事のマッチングの時間が短すぎるため、もっと長く設定して
ほしい

• 参加者が平等に機会を得られるよう、順番待ちの時間を適切に
調整してほしい

• 重要な質問を事前にピックアップし、スピーカーのプレゼン時
間を最大限に活用してほしい

就職・マッチングの
進め方に関する意見

• 日本で働くためには最低でも の資格が必要で、 試験
の受験も求められることを理解した

• 、 、 試験の受験枠が不足しており、受験が難
しい状況を改善してほしい

• 個人での日本就職ではなく、職業訓練機関や送り出し機関
（ ）を通じた就職が望ましい

特定技能に
関する課題

• 日本での最大就労年齢について正確な情報が知りたい。インド
ネシアでは22～25歳が上限とされているが、実際のところは
どうなのか？

• 企業や組合とBKK（学校就職支援機関）との間でどのように
協力関係を築けるか知りたい

• 日本の雇用契約に関する情報が欲しい

雇用・契約に
関する疑問



インドネシア 活動・マッチング結果
インドネシア

アンケートフリーコメントまとめ

• 年に 回ほど開催してほしい

• もっと多くのワークショップやセミナーを開き、日本語能力向
上の機会を増やしてほしい

• より多くの業界（外食業、食品加工業、ホテル・旅館業など）
についての情報を提供してほしい

• 日本の企業が学校と直接連携し、ホテル・旅館での就職に向け
た情報を提供する機会を作ってほしい

今後の
イベントに関する希望

• 事務手続きやフォローアップをより明確にしてほしい

• 海外就職の費用や宗教に関する情報も扱ってほしい

• 海外就職支援のための融資制度について知りたい
その他

全体として、日本での就職に関するより詳細な情報提供、マッチング機会の改善、
特定技能試験の受験環境の整備を求める声が多く見られた。
また、イベントの頻度や内容の充実を望む意見も多数見受けられた。



インドネシア 活動・マッチング結果
インドネシア

報道記事

インドネシア労働省

ジャカルタ新聞 観光経済新聞



インドネシア 活動・マッチングイベント総括
インドネシア

非常に多くの参加者を集客でき、さらにメディアにも取り上げられたことで、Ｐ
Ｒ活動として大きな成果を上げることができた。
また、インドネシア労働省とのリレーションを構築できたことは、今後の各種活
動において非常に重要な意味を持つ。
学生とのマッチングにおいては、求職者というよりも「これから勉強したい」と
いう意欲を持つ人材が多く見受けられた。
そのため、引き続き宿泊業界の魅力発信を強化する必要がある。
アンケート結果からも、全体的に満足度が高かったことが確認された。
一方、プロメトリックによる試験の予約が取りづらいとの課題について多くの指
摘が寄せられており、今後、紙試験も導入することで、受験者の増加に繋げてい
くことも重要と考えられる。



インド宿泊分野の特定技能制度や
日本の宿泊業の魅力等の周知に係るＰＲ活動 インド

年 月 日日程

今後の特定技能についてセミナー ～

登壇者 全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会
次世代育成員会 委員 山口敦史

日本語教育機関×宿泊施設ジョブフェア ～

全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会 次世代育成員会 委員 山口 敦史より、
日本で働くための制度および試験について説明がなされた。



年 月 日日程

宿泊業の魅力についてセミナー ～

登壇者 全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会 青年部
常任相談役

一般社団法人宿泊業技能試験センター 理事
全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会 青年部

労務人材委員会 副部長

渡邉玲緒

菅原真太郎

インド

学生×宿泊施設マッチング ～

インド
雇用促進に向けたマッチングイベントの実施

全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会
青年部 常任相談役 渡邉 玲緒
より、宿泊業界の魅力について説明がなされた。

一般社団法人宿泊業技能試験センター 理事
全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会
青年部 労務人材委員会 副部長
菅原真太郎より、外国人の活躍事例について
説明がなされた。



インド 活動・マッチング結果

参加宿泊施設数

施設

参加者総数

名

参加者の声

具体的な求人内容が
聞けて良かった

宿泊施設で
働く魅力が分かった

直接担当者と
話しができて良かった

すべての宿泊施設と
話せたので良かった

インド



インド 活動・マッチング結果

アンケート結果
インド

日本の宿泊業でのお仕事に
興味のある方

送り出し機関
日本語教育機関の担当者

満足

非常に満足

日本の宿泊施設について学べた

宿泊施設での労働環境について学んだ

特定技能試験について学んだ

希望する宿泊施設を見つけた

他の参加者と意見交換ができた

特にメリットはなかった



インド 活動・マッチング結果

アンケートフリーコメントまとめ

• 宿泊施設の担当者との交流が楽しかった。

• とても充実したイベントでした。

• 勉強になりました。

参加者からは、「良い経験ができた」「楽しかった」とのポジティブな声が多く
寄せられた。
アンケートでは、「日本の宿泊施設や労働環境について学べた」ことが最大のメ
リットとされ、特定技能試験の情報収集や交流の機会としても評価された。

インド



インド 活動・マッチング結果

報道記事

インド



インド 活動・マッチングイベント総括

アンケート結果からも、参加者の満足度が高かったことが確認される。
ジョブフェアでは、英語の資料や写真を活用し、視覚的に分かりやすいプレゼン
を行うことで、参加者の関心を引く工夫が功を奏した。
また、マッチングイベントでは、学生が積極的に質問し、不安を解消できた点が
評価された。
一方で、開始時間の遅れや送り出し機関の少なさが課題として挙がった。
他国と比べて参加者数が最も少なかったため、今後はより効果的な 戦略と運営
の工夫が求められる。
なお、インドでの試験実施を行う必要性・効果については、慎重な検討が必要で
あると考えられる。

インド



ネパール宿泊分野の特定技能制度や
日本の宿泊業の魅力等の周知に係るＰＲ活動 ネパール

年 月 日日程

今後の特定技能についてセミナー ～

登壇者 観光庁 観光産業課 専門官

一般社団法人宿泊業技能試験センター 監事
全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会 青年部 監事

清水ゆき様

星永重

日本語教育機関×宿泊施設ジョブフェア ～

観光庁 観光産業課 清水ゆき専門官より、今
後のネパールとの取り組みに関する
期待について説明がなされた。

一般社団法人宿泊業技能試験センター 監事
全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会
青年部 監事 星 永重より、在留資格や試験
について説明がなされた。



年 月 日日程

宿泊業の魅力についてセミナー ～

登壇者 全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会 青年部
労務人材委員会 副委員長

全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会 青年部
労務人材委員会 委員

全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会 青年部
労務人材委員会 委員

全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会 青年部
財務研修委員会 委員

皆美匡宏

上村真沙義

大森優美

渡邉利生

ネパール

ネパール
雇用促進に向けたマッチングイベントの実施

全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会
青年部 労務人材委員会 副委員長
皆美 匡宏より、外国人労働者の活躍事例に関
して説明がなされた。

全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会
青年部 労務人材委員会 委員
上村 真沙義より、旅館の魅力に関して説明が
なされた。

全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会
青年部 労務人材委員会 委員
大森 優美より、自社の外国人雇用に関する
取組について説明がなされた。

全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会
青年部 財務研修委員会 委員
渡邉 利生より、宿泊業界の魅力について説明
がなされた。



学生×宿泊施設マッチング ～

ネパール

ネパール
雇用促進に向けたマッチングイベントの実施



ネパール 活動・マッチング結果

参加宿泊施設数

施設

参加者総数

参加者の声

日本の宿泊業について詳しく
学ぶことができ、とても良い
機会となった

日本の宿泊施設の雰囲気を写
真や動画で見ることができ、
とても興味を持ちました

特定技能試験の内容も理解
でき、今後のキャリアに役
立ちそう

宿泊施設の数が少なく、質
問できる機会が限られてい
ました。もっと多くの企業
と話す機会がほしい

ネパール

名
オンライン： 名
オフライン： 名

日本語での挨拶や接客
マナーの重要性を学べた



ネパール 活動・マッチング結果

アンケート結果

日本の宿泊業でのお仕事に
興味のある方

送り出し機関
日本語教育機関の担当者

ネパール

満足

非常に満足

普通

やや不満

日本の宿泊施設についての情報を得られた

宿泊業での労働条件や環境について学べた

特定技能（ ）試験について学べた

希望する宿泊施設と出会えた

他の参加者と意見交換ができた

特にない



ネパール 活動・マッチング結果

アンケートフリーコメントまとめ

• 多くの参加者がイベントに満足し、「とても良かった」「満足
している」との声が寄せられたイベントへの満足度

• 特定技能試験や雇用に関するさらに詳細な情報が欲しい

• 就職プロセスや受験準備に関する具体的なガイダンスを行って
欲しい

情報提供に関する要望

• マッチングの時間をもっと長く設定してほしい

• 参加者が平等に質問できるよう、時間配分を調整してほしい
イベントの

進行に関する意見

• オンライン説明会では、音声が聞こえにくい場面があったため、
技術的な改善が求められる

採用プロセスに
関する課題

• 継続的な情報提供を希望する声があった

• 日本語学習や面接対策の機会を増やしてほしい
今後のイベントへの期待

多くの参加者にとって満足度が高く、有益な機会であった。
一方で、特定技能試験や雇用に関する詳細な情報提供、就職プロセスの具体的な
ガイダンスへの要望が見られた。
また、マッチング時間の延長や質問機会の公平な配分、オンライン説明会の音声
環境改善など、運営面での課題も浮き彫りとなった。
今後は、より充実した情報提供を行うことで、参加者の満足度向上をさらに図っ
ていく必要がある。

ネパール



ネパール 活動・マッチング結果

報道記事

ネパール



ネパール 活動・マッチングイベント総括

日本の宿泊業界に関する情報提供やマッチングの機会を提供し、参加者から高い
満足度を得ることができた。
特に、特定技能試験の説明や宿泊業の魅力紹介を通じて学生の関心を引き、積極
的な質問が多く見られた。
また、参加者の元気な挨拶が印象的であり、日本での就労意欲の高さが感じられ
た。
一方で、試験に合格している参加者が多かったものの、宿泊施設の現地参加が少
なく、オンライン説明が中心となったことで、マッチングの機会が十分に確保で
きなかった点が課題であった。
今後は、宿泊施設との意見交換の場を増やし、現地参加を促進するとともに、
マッチング精度向上に向けたプログラムの強化が必要である。

ネパール



スリランカ宿泊分野の特定技能制度や
日本の宿泊業の魅力等の周知に係るＰＲ活動 スリランカ

年 月 日日程

宿泊業の魅力についてセミナー ～

登壇者 一般社団法人宿泊業技能試験センター 理事
全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会 青年部

労務人材委員会 副部長 菅原真太郎

日本語教育機関×宿泊施設ジョブフェア ～

一般社団法人宿泊業技能試験センター 理事
全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会 青年部 労務人材委員会 副部長 菅原真太郎
より、日本で働くための制度および試験について説明がなされた。



年 月 日日程

宿泊業の魅力についてセミナー ～

登壇者 一般社団法人宿泊業技能試験センター 理事
全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会 青年部

労務人材委員会 副部長

全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会 次世代育成員会 委員

全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会青年部 労務人材委員会 委員長

全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会青年部 青年部 北海道ブロック長

一般社団日本旅館協会 労務委員会 委員

菅原真太郎

山口敦史

小川尊也

長谷川周栄

南智子

スリランカ

スリランカ
雇用促進に向けたマッチングイベントの実施

全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会
次世代育成委員会 委員 山口 敦史より
宿泊業界の魅力について説明がなされた。

全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会
青年部 労務人材委員会 委員長 小川 尊也
より、宿泊業界の魅力や身につくスキルについ
て説明がなされた。

全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会
青年部 北海道ブロック長 長谷川 周栄
より、外国人雇用に対する自社の取組につ
いて説明がなされた。

一般社団日本旅館協会
労務委員会 委員 南 智子より、
自社の魅力や待遇について説明がなされた。



学生×宿泊施設マッチング ～

スリランカ

スリランカ
雇用促進に向けたマッチングイベントの実施



スリランカ 活動・マッチング結果

参加宿泊施設数

施設

参加者総数

参加者の声

宿泊施設での仕事について
詳しく知れた

今後も積極的にこの様な
イベントを開催して欲しい

日本で働くためにどのよう
な準備が必要なのかが分
かった

このイベントを通じて
日本での仕事に興味を持った

名

もっと多くの方がこのイベン
トに参加するべきだと思う

スリランカ

オンライン： 名
オフライン： 名



スリランカ 活動・マッチング結果

アンケート結果

日本の宿泊業でのお仕事に
興味のある方

送り出し機関
日本語教育機関の担当者

満足

非常に満足

普通

日本の宿泊施設について学んだ

宿泊施設での労働条件について学んだ

特定技能試験について学んだ

希望する宿泊施設が見つかった

他の参加者と意見交換ができた

特になし

スリランカ



スリランカ 活動・マッチング結果

アンケートフリーコメントまとめ

• イベントが非常に役に立った

• 素晴らしい機会だった

• プレゼンテーションが分かりやすかった

• ビデオの説明がとても参考になった

• このプログラムはとても良いと感じた

ポジティブな意見

• 採用プロセスについての情報をもっと詳しく知りたい

• の時間をもっと増やしてほしい

• 具体的な就職サポートの説明があるとよい

• もう少し双方向のコミュニケーションの機会がほしい

• 今後も継続的に同様のイベントを開催してほしい

改善点・要望

非常に高い満足度が得られ、「分かりやすく実用的な情報が得られた」「良い機
会だった」といった意見が多く寄せられた。
特にプレゼンテーションの明瞭さや、ビデオを活用した説明の分かりやすさが好
評であった。
一方で、「採用プロセスの詳細を知りたい」「 の時間を増やしてほしい」と
いった具体的な要望も見られ、今後のイベントでは、より双方向のコミュニケー
ションを強化し、就職サポートに関する具体的な説明を充実させることが求めら
れる。

スリランカ



スリランカ 活動・マッチングイベント総括

日本の宿泊業界や特定技能制度に関する情報提供を行い、多くの参加者が関心を
示した。
特に「特定技能試験について学んだ」（ ）、「日本の宿泊施設について学
んだ」（ ）、「宿泊業の労働条件について知った」（ ）など、参加
者の知識向上に大きく貢献したことが分かる。
イベントの満足度は非常に高く、「非常に満足」（ ）、「満足」
（ ）と、全参加者がポジティブな評価を示した。
一方で、「採用プロセスの詳細を知りたい」「 の時間をもっと増やしてほし
い」といった改善点の指摘もあった。
今後は、就職活動の具体的な進め方や採用プロセスの透明性を高めるための施策
を強化し、マッチングの精度向上を図るとともに、参加者の疑問を解消できるよ
うな時間配分の工夫が求められる。

スリランカ



ベトナム宿泊分野の特定技能制度や
日本の宿泊業の魅力等の周知に係るＰＲ活動 ベトナム

年 月 日日程

宿泊業の魅力についてセミナー ～

登壇者 一般社団法人宿泊業技能試験センター 理事
全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会 青年部

労務人材委員会 副部長

全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会青年部 青年部
北海道ブロック長

菅原真太郎

長谷川周栄

学生×宿泊施設マッチング ～

一般社団法人宿泊業技能試験センター 理事
全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会
青年部 労務人材委員会 副部長
菅原 真太郎より、日本で働くための制度およ
び試験について説明がなされた。

全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会
青年部 北海道ブロック長 長谷川 周栄
より、宿泊業界の魅力について説明がなさ
れた。



年 月 日日程

宿泊業の魅力についてセミナー ～

登壇者 一般社団法人宿泊業技能試験センター 理事
全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会 青年部

労務人材委員会 副部長

全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会青年部 青年部
北海道ブロック長

菅原真太郎

長谷川周栄

ベトナム

学生×宿泊施設マッチング ～

ベトナム
雇用促進に向けたマッチングイベントの実施

一般社団法人宿泊業技能試験センター 理事
全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会
青年部 労務人材委員会 副部長
菅原 真太郎より、日本で働くための制度およ
び試験について説明がなされた。

全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会
青年部 北海道ブロック長 長谷川 周栄
より、宿泊業界の魅力について説明がなさ
れた。



ベトナム 活動・マッチング結果

参加宿泊施設数

施設

参加者総数

参加者の声

ホーチミンでも
開催して欲しい

宿泊施設の担当者と
直接話せたのが良かった

日本の宿泊業の働き方や特
定技能試験について詳しく
知ることができ、大変参考
になった

今後の目標設定に
役立つと感じた

名

日本での仕事に対する
理解が深まった

ベトナム

オンライン： 名
オフライン： 名



ベトナム 活動・マッチング結果

アンケート結果

日本の宿泊業でのお仕事に
興味のある方

送り出し機関
日本語教育機関の担当者

満足

非常に満足

ベトナム



ベトナム 活動・マッチング結果

アンケートフリーコメントまとめ

フリーコメントには、イベントが非常に良かったというコメントのみが記載されておりました

今回のイベントは参加者から高評価を得ており、「素晴らしい」「とても良かっ
た」との意見が多く寄せられた。
日本の宿泊業や特定技能制度についての理解が深まり、有益な情報を得られた点
が評価された。
今後は、採用プロセスに関する情報提供やマッチング精度の向上が求められる。

ベトナム



ベトナム 活動・マッチングイベント総括

ベトナムでのイベントでは、日本の宿泊業界や特定技能制度に関する情報提供が
行われ、多くの参加者が関心を示した。
特に、日本の宿泊施設の特徴や特定技能試験について学ぶ機会として評価され、
参加者の知識向上に大きく貢献したことが確認できた。
イベントの満足度は非常に高く、「非常に満足」や「満足」といった回答が大半
を占め、全体的に好意的なフィードバックが得られた。
しかし、主な参加者が求職者ではなく、送り出し機関や日本語教育機関であった
ため、特定技能制度よりもまだまだ技能実習に力を入れている印象だった。
また、次回の開催地としてホーチミンでの実施を希望する声が多く、より多くの
求職者に情報を届けるための新たな選択肢として検討する必要がある。

ベトナム



フィリピン宿泊分野の特定技能制度や
日本の宿泊業の魅力等の周知に係るＰＲ活動 フィリピン

年 月 日日程

日本の宿泊業界および特定技能試験についてセミナー ～

登壇者 観光庁 観光産業課長

代表

一般社団法人宿泊業技能試験センター 理事長

一般社団法人宿泊業技能試験センター 理事
全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会 青年部

労務人材委員会 副部長

羽矢憲史様

様

西海正愽

菅原真太郎

オープニング ～

一般社団法人宿泊業技能試験センター 理事
全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会
青年部 労務人材委員会 副部長
菅原真太郎より、日本で働くための制度およ
び試験について説明がなされた。

観光庁 羽矢憲史 観光産業課長より、
日本・フィリピン両国の今後の取組に関
する期待について説明がなされた。



フィリピン宿泊分野の特定技能制度や
日本の宿泊業の魅力等の周知に係るＰＲ活動 フィリピン

日本の観光業界についてセミナー ～

登壇者 全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会 青年部
北海道ブロック長

全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会 会員

長谷川周栄

田村佳之

宿泊施設との個別相談会セミナー ～

全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会
青年部 北海道ブロック長 長谷川 周栄
より、外国人労働者に対してのサポートに
ついて、説明がなされた。

全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会
会員 田村 佳之より、宿泊業界の魅力に
ついて、説名がなされた。



年 月 日日程

オープニング ～

宿泊業の魅力についてセミナー ～

フィリピン

学生×宿泊施設マッチング ～

フィリピン
雇用促進に向けたマッチングイベントの実施



フィリピン 活動・マッチング結果

参加宿泊施設数

施設

参加者総数

参加者の声

フィリピンの送り出しのルー
ルが複雑なので教えて欲しい

企業の方と
直接話せたのが良かった

特定技能制度について
詳しく学ぶことができた

同じ目標を持つ仲間と
交流できたのも良かった

名

日本の宿泊業界の魅力を知り、
働いてみたいという気持ちが
強くなった

フィリピン

申請の兼ね合いにより、
マッチングイベントの参加は２社のみとした

オンライン： 名
オフライン： 名



フィリピン 活動・マッチング結果

アンケート結果

日本の宿泊業でのお仕事に
興味のある方

送り出し機関
日本語教育機関の担当者

満足

非常に満足

フィリピン

普通

やや不満

日本の宿泊業に関する知識を得た

他の参加者と意見交換の機会を得た

特定技能試験について学んべた

特に得たものはなかった

オンライン では分かりにくかった

プレゼンの内容は理解できた

入力ミス



フィリピン 活動・マッチング結果

アンケートフリーコメントまとめ

• イベントの内容が分かりやすく、日本の宿泊業や特定技能制度
についての理解が深まった

• 日本での就職に向けた具体的な情報を得ることができ、有意義
な時間を過ごせた

• 企業とのマッチングの機会があり、将来のキャリアについて考
える良い機会となった

• 運営がスムーズで、会場の雰囲気も良く、安心して参加できた

• 今後も同様のイベントがあればぜひ参加したいという声が多
かった

ポジティブな意見

• 就職プロセスやビザの取得方法について、より詳しい情報提供
を求める声があった

• オンライン参加者からは、音声が聞き取りにくかったため、技
術的な改善を求める意見があった

• 個別相談や の時間を増やし、より具体的な質問ができる機
会を設けてほしいという要望があった

改善点・要望

イベント全体の満足度は高く、多くの参加者が「有益な情報が得られた」「とて
も参考になった」と評価した。
特に、日本の宿泊業界や特定技能制度についての理解が深まったという意見が多
く見られた。
加えて、実際に企業との交流ができたことを有意義であると感じた参加者も多
かった。
一方で、「音声が聞き取りにくかった」「翻訳が分かりづらい場面があった」と
の指摘があり、特にオンライン参加者の環境改善が課題として挙げられた。
今後のイベントでは、技術的な改善とともに、より具体的な就職支援の提供が求
められる。

フィリピン



フィリピン 活動・マッチングイベント総括

フィリピンでのマッチングイベントは、インドネシアに次ぐ参加者数を記録し、
日本の宿泊業界や特定技能制度に関する関心の高さがうかがえた。
特に「特定技能試験について学んだ」（ ）、「日本の宿泊施設についての
知識を得た」（ ）など、情報提供の効果が大きかった。
開催地としてマニラも候補となっていたが、本事業によるセブ島において高い満
足度を得ており、熱心な参加者を集客することができた。
イベントの満足度も高く、 以上がポジティブな評価を示した。
一方で、オンライン参加者からは「音声が聞き取りづらかった」「通訳が不明瞭
だった」といった課題が指摘され、今後の改善が求められる。
また、「採用プロセスの詳細を知りたい」「 の時間を増やしてほしい」と
いった要望もあり、今後は就職活動のプロセスをより明確に伝える工夫が必要で
ある。

フィリピン



全体総括

本事業では、日本の宿泊業における外国人材雇用の促進を目的に、インド
ネシア、インド、ネパール、スリランカ、ベトナム、フィリピンの か国
でマッチングイベントを開催した。

各国でのイベントを通じて、多くの求職者が日本の宿泊業界や特定技能制
度への理解を深め、企業との直接交流の機会を得ることができた。

イベントの満足度は全体的に高く、特にインドネシアとフィリピンでは予
想を上回る参加者数を記録し、大きな関心が寄せられた。

参加者からは「具体的な雇用情報が得られた」「日本の宿泊施設の働き方
について理解が深まった」といったポジティブな意見が多く寄せられ、
マッチングイベントの意義が確認された。

本事業を通じて、日本の宿泊業界への関心を高めることができた一方で、
今後の課題として、マッチングの精度向上や、より具体的な雇用支援策の
充実が挙げられる。

特定技能制度の周知をさらに進め、求職者と企業の橋渡しを強化すること
で、日本の宿泊業界における外国人材の活用を一層促進していくことが求
められる。



本事業の成果

大規模な 活動とマッチングイベントの実施

本事業では、インドネシア、インド、ネパール、スリランカ、ベトナム、フィリピ
ンの か国で大規模な 活動およびマッチングイベントを開催し、外国人材と日本の宿
泊施設との交流を促進した。

各国の政府機関や送り出し機関、日本語教育機関との連携を強化し、広範な情報提供と求職
者の支援を実現した。

参加者の高い関心と積極的な参加

参加宿泊施設数

約 施設

• 企業の多様なニーズに
応じた求職者の紹介が
可能に

総参加者数

名
• オンライン・オフライ
ン併用により、多くの
求職者にアプローチ

• 企業との直接交流を通
じ、具体的な就労意欲
を喚起

参加者アンケートでは

満足度が高かった

• 「日本の宿泊業につい
て理解が深まった」
「実際の求人情報を得
られた」との声が多数

国ごとの特徴に応じたアプローチの確立

本事業では、国ごとの特性に応じた 戦略を展開し、以下のような成果を得た

国
インドネシア

政府機関と連携し、強力な情報発信を
実施。多くの参加者を集めた

国
インド

宿泊業への興味が低いという課題が明
確になり、新たなアプローチの必要性
が浮上

国
ネパール・フィリピン

日本語教育機関との協力により、関心
の高い求職者を確保

国
ベトナム・スリランカ

観光業経験者の強みを活かし、即戦力
人材の確保を推進



明らかになった課題

雇用環境・制度の課題

「試験予約が取れない」「試
験が難しすぎる」との意見が
多く、より柔軟な受験環境の
整備が必要

試験環境の課題

多くの求職者が特定技能制度
を十分に理解しておらず、就
職までのプロセスが不明確

特定技能制度の
認知不足

外国人受け入れに関する積極
性がまだまだ低く、文化的・
言語的ギャップを埋めるセミ
ナー等が必要

受け入れ企業側の
外国人受け入れ積極性

の向上

参加者の関心は高いが、試験予約の難しさが障壁に
インドネシア

宿泊業への興味が低く、 の強化が必要
インド

宿泊施設の現地参加が少なく、オンライン中心のためマッチングが十分
に行えなかった

ネパール

採用プロセスに対する透明性の向上が求められる
スリランカ

技能実習のニーズが高く、特定技能制度への誘導が課題
ベトナム

送り出し機関の手続きが複雑で、企業との連携強化が必要
フィリピン

各国別の具体的な課題



今後の展望と提言

制度周知の強化

• 試験回数の増加

• 一部地域では紙試験の導入
を検討

試験予約の利便性向上

• 各国の求職者向けに詳細な
説明会・セミナーを増やす

• 受験プロセスを明確化し、
情報発信の強化

特定技能制度に関する
情報提供の拡充

• 雇用トレンドや制度に関す
る説明

• 成功事例・失敗事例の共有

宿泊施設向けの
セミナーの実施

受験環境の改善 企業側の受け入れ支援

各国ごとの戦略最適化

国
インドネシア

政府機関との協力を拡大し、より効果的
な 戦略を展開

国
インド・ベトナム

宿泊業の魅力を伝えるプロモーションを
強化し、関心を喚起

国
ネパール・スリランカ

試験合格者を活用し、成功事例を共有す
ることで求職者の増加を図る

国
フィリピン

現地法律に関する宿泊者向けセミナーを
実施することで宿泊施設の増加を図る

継続的な雇用促進策

• 既存の枠組みを活かしながら、より多くの
求職者にチャンスを提供

• 現地の送り出し機関や教育機関との連携を
強化し、候補者の質の向上を目指す

定期的な
・マッチングイベントの実施

本事業の意義と今後の目標

• 本事業を通じて、日本の宿泊業界に対する
関心を高め、外国人材雇用の促進に
向けた基盤を確立することができた

• 雇用促進の実績を活かし、より持
続可能な外国人材の活用モデルを
構築することで、日本の宿泊業のさらな
る発展を支援する



結論

各国で実施された 活動やマッチングイベントを通じて、求職者は日本の
宿泊業に対する理解を深め、多くの企業と接する機会を得ることができた。

これにより、外国人材の日本での就業意欲が高まり、具体的な雇用に結び
つく可能性が広がった。

また、政府機関や送り出し機関との連携が強化され、外国人材の受け入れ
体制が整えられた。

この連携によって、今後の外国人材雇用促進に向けた基盤が強固となり、
よりスムーズな実施が期待される。

一方で、特定技能「宿泊分野」の認知不足という課題も浮き彫りになった。

制度に関する理解が不十分な外国人も多かったため、今後は認知度向上に
向けた引き続きの広報活動が不可欠である。

また、宿泊施設が外国人雇用をさらに推進するための取り組みを継続して
行うことも必要である。

本事業は、日本の宿泊業界における外国人材雇用促進に向けた重要な一歩
となり、求職者と企業が直接交流する貴重な機会を提供することができた。



その他取組事項

協議会の運営

全旅連からの出席者

観光庁とも協議会の開催時期・内容について事前にす
り合わせた上で、全国旅館ホテル生活衛生同業組合連
合会から担当者が出席し、必要な対応を行った。



その他取組事項

動画の作成①

【外国人向け】動画の作成
『日本の宿泊施設で働く意義について』



その他取組事項

動画の作成①

日本で働くことを検討している外国人の方々が、宿泊業界に対する理解を深め、
働くイメージを具体的に持てるように、旅館やホテルなどさまざまな宿泊施設
の特徴を視覚的に分かりやすく紹介することを意識して制作した。



その他取組事項

動画の作成②

【宿泊施設向け】動画の作成
『特定技能外国人材を雇用する意義とは』



その他取組事項

動画の作成②

人手不足が深刻化する日本の宿泊業界において、特定技能人材の受け入れがど
れほど意義深く、事業運営に貢献するものであるかを業界関係者に正しく伝え
ることを目的に、ナレーション内容や言葉の選び方に細心の注意を払いながら
制作した。


